
（マグニチュード５．５以上)

出所：国連開発計画（UNDP)「世界報告書：災害リスクの軽減に向けて」2004年8月
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生涯に一度は遭遇する 

地震発生頻度 回数/年１９８０～２０００年マグニチュード：５．０以上 

  

スライド１ 



 

 

  

日本は台風が毎年数多く上陸する災害である 

スライド２ 



 

 

 

 

        

 

 

神戸大空襲 １９４５年３月１７日、６月５日、８月６日 スライド３ 



ERTUGRUL号（1864年建造、全長76m） 

 

 

 

1889年7月14日イスタンブールを出港したエルトゥールル号は、途中イスラム
諸国に立ち寄りながら、11か月かけて、1890（明治23）年6月7日に日本に到
着した。 

スライド４ 



 

 

 

 

                 

                鹿鳴館 

  

オスマン帝国最初の
親善訪日使節団とし
て歓迎 

皇帝アブデュルハミト2世と明治天皇 
スライド５ 



  

 

エルトゥールル号遭難の第一報を知らせる神戸又新(ゆう 

しん)新聞(左上 1890(明治 23)年 9 月 20 日) 東京日日新聞 

号外(左下 9 月 19 日) 大阪朝日新聞(右 9 月 19 日) 

 

日土協会会報 23 号 1939 年「軍艦滊船沈没之顚末附録」 

 

時事新報 明治 23 年 9 月 24 日 社説で日本軍艦による送還を求めている 

エルトゥールル号の遭難報道 9月15日am11:50長浦出港、串本沖で遭難 

スライド６ 



明治海軍の比叡、金剛が1891年1月2日にイスタンブルに送り届けた 

 比叡 

 金剛 

スライド７ 



  

東京朝日新聞 1890（明治 23）年 7 月 24 日 

 

7 月 19 日、海軍から宮内庁へ、エルトゥールル号に 

コレラ発病の電報 

エルトゥールル号にコレラが感染 

スライド８ 



                                      

年 患者数 死者数 

１８７７（明治 10） １３，８１６ ８，０２７ 

１８７９（明治 12） １６２，６３７ １０５，７８６ 

１８８２（明治 15） ５１，６３１ ３３，７８４ 

１８８５（明治 18） １３，８２４ ９，３２９ 

１８８６（明治 19） １５５，９２３ １０８，４０５ 

１８９０（明治 23） ４６，０１９ ３５，２２７ 

１８９５（明治 28） ５５，１４４ ４０，１５４ 

１９０２（明治 35） １２，８９１ ８，０１２ 

１９０７（明治 40） ３，６３２ １，７０２ 

１９１０（明治 43） ２，８４９ １，６５６ 

１９１２（明治 45） ２，６１４ １，７６３ 

１９１６（大正 5） １０，３７１ ７，４８２ 

１９２０（大正 9） ４，９６９ ３，４１７ 

 

 

コレラ菌 

明治時代に猛威を振るったコレラ 

スライド９ 



人々から怖れられていたコレラ 

        

 

死神として描かれたコレラ                    

"Le Petit Journal"（1912.12） 

スライド１０ 



 

 

 

 

 

 

       東京朝日新聞 明治 23 年 8 月 3 日 

「中央衛生会が、エルトゥールル号に乗り込み、全艦体に一大消毒をなすために、 

監督として内務省中濱四等技師に命じる手続きを運んでいる」という記述がある 

エルトゥールル号にコレラ（虎列刺）感染の報道 
スライド１１ 



  

 

 

監督として長浦港に停泊しているエルトゥールル号に乗り込んだ内務省中濱四等
技師からの電報で全艦消毒はその幾分は終わり、目下は船底汚水の消毒に着手
との記述がある      東京朝日 明治23年8月12日（左） 14日（右） 

エルトゥールル号にコレラ（虎列刺）感染の続報 
スライド１２ 



         

 

                     

               東京朝日新聞 明治 23 年 8 月 23 日 

エルトゥールル号の全艦消毒が終了し、内

務省中濱技師は、十分の消毒法を行い終わ

りたれば、この分にては、最早いつ出帆す

るも憂うるに足らずと語り、一方、艦長オ

スマン・パシャは、消毒法の丁重なるに驚

き、患者の入院治療費等に至るまで日本政

府が負担したことを聞き、その厚遇を深く

感じ、大変満足されて謹謝された 

  エルトゥールル号の全艦消毒完了の報道 
スライド１３ 



 

漂流経路(なぜ、鳥島に漂着できたのか) 

スライド１４ 



 

万次郎による遭難経路 

スライド１５ 



 

 

万次郎が描いた「鳥島」 

  

 

万次郎が描いた「鳥島」 

スライド１６ 



 

晩年のホイットフィールド船長夫人 アルベルティナ 

スライド１７ 



 

オックスフォード･ポイント･スクール(1890 年代) 

スライド１８ 



 

1849 年 10 月～ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭ～1851 年 2 月 3 日(材木船、エリシア号、サラボイド号) 

スライド１９ 



 

漂巽紀畧/漂客談奇/参考漂客傳 1･2   土州舟子万次郎漂流始末/亜羅周遊奇談   漂流人土佐国萬次郎等口書/漂流人 

                 亜墨利加国漂流記/土州漁夫亜墨利加漂流一件  萬次郎一件/難船人帰朝記事/万次郎 

                 土州漂流人書/漂流譚 土佐国万次郎帰朝    漂流始末異域話/土佐国群書類従 

           

スライド２０ 



 

蒸気船“Steamboat” 

スライド２１ 



 

軍艦咸臨丸 

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ 1860 年 5 月 2 日 

親愛なる友へ 

1860 年 4 月 11 日付のご親切なお手紙

を拝受しました。あなたがお元気でお

られることを知って、大変嬉しく思い

ます。またﾌﾞﾙｯｸ夫人やお子様もお元気

でおられると思います｡この世で一番

幸せなことでしょう｡/ｷｬﾌﾟﾃﾝ･ﾏｸﾄﾞｶﾞﾙ

は我々がｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺに 5 月 1 日入港する

迄､咸臨丸のお世話をして下さいまし

た｡おそらくここ 3 日間から 5 日間停泊

すると思います｡ｶﾆﾝｸﾞﾊﾑ提督も回復さ

れ､彼の眼は何の障害も残ることなく

元通りに良くなっていっていることを

我々一同喜んでおります｡我々のｷｬﾌﾟﾃ

ﾝ･麟太郎と仕官達全員は､あなたに非

常な感謝の意を表しております｡/どう

かあなたと私の間の絆も忘れないで下

さい｡ 

あなたの最も親しい友人 

                     中濱萬次郎 

[2 枚目] 

ｷｬﾌﾟﾃﾝ･麟太郎からｷｬﾌﾟﾃﾝ･ﾌﾞﾙｯｸへの

手紙の訳文 

ご承知のように我々は今迄一度も海軍

を外国に派遣したことはありません｡

3000 ﾏｲﾙもの航海をしたのはこれが最

初のことで､これはひとへに貴方が乗

船して下さったお陰によるものであり

ます｡貴方はすべての者に親切で､我々

の国の者に大変尊敬されておりまし

た｡私は厚くお礼を申し上げたいので

すが､外国語がわかりませんので､十分

それを伝えることができません｡どう

か私の気持ちをおくみとり下さい｡ 

ｷｬﾌﾟﾃﾝ･勝麟太郎 

                  日本蒸気船咸臨丸 

 

万次郎の手紙 

スライド２２ 



 

日本で初めての英文翻訳書 

軍艦教授所
の教授とな
る(1857) 

日本で初めての英文翻訳書 

スライド２３ 



• Degirmendere芸術の家 

• Kocaeli現代美術ギャラリー 
 

 

スライド２４ 



• 巡回展（アンカラ,イスタンブール,イズミル） 

 

 

スライド２５ 



 

• 美術作品が展示されている 

• Kocaeli大学ギャラリー 

 

 

スライド２６ 



 

•子どもたちと写真 

 

 

スライド２７ 



•三線と舞踏  

 

スライド２８ 



•美術図書寄贈  

 

スライド２９ 



• Degirmendere彫刻シンポジウム 

 

 

スライド３０ 



• 合唱交歓演奏会 

• コール淡水・東京/コジャエリ県立音楽学校   

青年合唱団交歓合唱演奏会  

 

 

スライド３１ 



イズミール コナック区さくら記念植樹式 

イズミール コナック区での記念植樹 

林総領事とタルタン・コナック区長 

 

コナック区長、JIKA研修生 

 

 

スライド３２ 



イズミール コナック区＆エスキシェヒール 

スライド３３ 



黒海 

                                                                                 
 

 

 

 

 

                                                      

黒海 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ(日本庭園､ﾎﾞｱｼﾞﾁ大学) 

ｱﾝｶﾗ(ﾄﾙｺ日本文化ｾﾝﾀｰ､ｱﾝｶﾗ大学,ｶﾞｼﾞ大学､ﾊｼﾞｪｯﾃﾍﾞ大学､ｹﾁｵﾚﾝ区) 

ｶﾏﾝ ｶﾚﾎﾕｯｸ(考古学研究所/博物館) 

ｲｽﾞﾐｯﾄ/ｱﾀﾞﾊﾟｻﾞﾙ/ｷﾞｮﾙｼﾞｭｸ(県立公園,ｺｼﾞｬｴﾘ大学､ﾄﾖﾀ工場他､植栽企業) 

ｱｸﾋｻｰﾙ(日本石庭) 

ｲｽﾞﾐｰﾙ(JICA､ｴｰｹﾞ大学) 

ｴｽｷｼｪﾋｰﾙ(市立日本庭園､ｵｽﾏﾝｶﾞｼﾞ大学) 

2010-2011 さくらﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 植樹地 in TURKEY 

ﾆﾙﾌｪﾙ(日本庭園) 

ｺﾝﾔ(日本庭園) 

植樹 2225 本 

ｻﾌﾗﾝﾎﾞﾙ(市立公園) 

ｴﾙｽﾞﾙﾑ(美術館) 

ﾒﾙｼﾝ(市立公園) 

ｱﾌﾖﾝ 

ｴﾙｽﾞﾙﾑ(美術館) 

ﾘｾﾞ(市立公園) 

スライド３４ 



美しい島々に囲まれた海
の悲劇 

スライド３５ 



2011(平成23)年3月11日東日本大
震災 

東京消防庁  

スライド３６ 



友情の架け橋 

 

 

スライド３７ 



 

 

トルコのこどもたちが日本のこどもたちのために絵を描き、絵葉書を
つづる 

スライド３８ 



いっしょうけんめいに描いた絵の数々 

スライド３９ 



 

スライド４０ 



  

                

駐日トルコ大使館での｢友情の架け橋｣展 気仙沼市立鹿折中学校国際理解講座のこどもたちの作品も展示 

東日本大震災で被災したこどもたちとの交流 

 

 

スライド４１ 


